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アルコール依存症者の妻の対処

一断酒会会員である夫のインタビューに基づ、いて一

磯野洋一！） 野嶋佐由美2)

要旨

アルコール依存症者の夫の飲酒に関連した言動・行動を受けての妻の対処を，アルコール依存症者

である夫自身はどのように捉えているのかを明らかにすることを研究の目的にした．研究方法は，断

酒会参加中かつ断酒歴が3年目以上の既婚者8名に対して，半構成的インタピューを実施し，夫の捉

えた妻の対処について，質的・帰納的に分析を行った．倫理的配慮に関しては，研究者が所属する大

学の看護研究倫理審査委員会の承認を受けてから，断酒会に研究協力依頼を行い，断酒会からの紹介

を受けて，その後各対象者に口頭と文面にて研究の趣旨等を説明して，同意を得てからデータ収集を

開始した．

結果， I夫の飲酒にとどめを刺す】 ［夫を放り出しつつ立て直す】 【為す術が無くなる】 【最終手

段を切り出す】 ［断酒会に賭ける】 【他人の助けを借りて自分の安定を図る］ 【自分自身を見つめ自

分の世界を大切にする】 【一歩引きながら支える］という妻の対処が抽出された．アルコール依存症

である夫は，上記8つの妻の対処を認識していた．アルコール依存症者が捉える妻の対処の特徴につ

いて 1）共依存的対処， 2）消極的対処， 3）建設的対処が存在する考察を得た．
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I.緒言

日本においてアルコール依存症者は増加傾向にあ

り，社会的にもアルコールに関連する問題に関心が

高くなっている．長期にわたる多量飲酒は，アルコー

ルへの依存を形成し，当事者の精神的・身体的健康

を損ない，社会への適応力を低下させるばかりでな

く，当事者の家族や周囲の人々にも深刻な影響を与

え，社会的な損失をもたらすと警告されている．

アルコール依存症者の回復過程では，アルコール

依存症者自身の苦悩に加え，その妻も混乱と疲弊の

状況にあり，しばしば，両者の関係性悪化もまた深

刻な問題を内包していることが指摘されている I)5) • 

アルコール依存症者の妻もまた，社会から否定的な

ラベルを貼られたり，社会的に孤立した状況におか

れ，家族として問題から回避したり，問題解決に向

けて努力をしている．このような現象に対して，す

なわち，アルコール依存症者の家族が問題をどのよ

うに捉え，解決に向けて努力をしているかについて

は研究が進められてきている峠13）.しかし，家族が，

特に妻が直面している問題は，アルコール依存症者

である夫との相互作用の中で規定されていく問題で

もあり，家族も問題解決に向けての対処を当事者が

どのように捉えているか知ることなくして，真の現

象理解にはつながらない．アルコ｝ル依存症者であ

る夫は，妻の対応をどのように捉えているかを知る

ことは重要であると考える．

1）日本赤十字広島看護大学

2）高知県立大学看護学部

そこで，本研究の目的は，アルコール依存症者で

ある夫の飲酒に関連した言動・行動を受けて，妻が

とった対処を，アルコール依存症者である夫自身が
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どのように捉えているかを明らかにすることである．

II.研究方法

本研究は，アルコール依存症の夫が捉える夫婦の

関係性や相互作用などを明らかにするものであるた

め，質的帰納的研究方法を用いた．

1 .対象者：対象者は，断酒会に 3年以上継続して

参加している，既婚の男性アルコール依存症者．

2. データ収集方法：平成21年 7月～11月にかけて，

インタビューガイドを用い，一人 1時間程度， 1 

固ないし 2回の半構成的インタビューを実施した．

データ収集は対象者が希望した場所，断酒会の前

後や大学にて実施した．

3. データ分析方法：インタピュー内容の逐語録か

ら「夫の捉えた妻の対処」と思われる文脈を抽出

し，意味づけ，コード化，カテゴリ化を行った．

4.倫理的配慮：本研究は，研究者の所属する大学

の看護研究倫理審査委員会の承認を得てからデー

タ収集を開始した．倫理的配慮を行ないつつ，対

象者は断酒会から紹介を受けて，対象者に口頭と

文面にて研究の趣旨等を説明して，同意を得てか

らデータ収集を開始した．対象者には， 1 ）プラ

イパシーの保護， 2）対象者の拒否する権利， 3)

対象者が不利益を被ることがないように配慮する

こと， 4）研究の公表， 5）研究者への連絡など

について，承諾と同意を得た．

Ill .結果

1 .対象者の概要

対象者は計8名で，年齢は40歳代～70歳代で，う

ち50歳代.60歳代が6名と最も多かった．家族構成

はl名を除き，妻と 2人暮らしであった．結婚歴は

約10年～60年．断酒歴は約 3年～30数年，断酒会入

会後再飲酒歴のある者は 3名であった（表 l：対象

者の概要）

2. アルコール依存症者の夫が捉える妻の対処

アルコール依存症者の夫が捉える妻の対処の分析

を行った結果，アルコール依存症の夫は，妻の対処

を， ［夫の飲酒にとどめを刺す］ ［夫を放り出しつ

つ立て直す］ ［為す術が無くなる11最終手段を切

り出す］ ［断酒会に賭ける］ ［他人の助けを借りて

自分の安定を図る］ ［自分自身を見つめ自分の世界

を大切にする］ 【一歩引きながら支える】として捉

えていることカ宝判明した．

以下，大カテゴリは［ 】，中カテゴリは

〈 〉，対象者の語りは「 」にゴシック体で

示す．語りの中でプライパシーに関することは削除

し，意味のわかりにくい箇所は（ ）で補った

表 1.対象者の概要

A氏 50歳代 妻と 2人暮らし 約30年 約20数年 1回あり

B氏 70歳代 妻と 2人暮らし 約60年 約30数年 なし

C氏 I 60歳代 妻と 2人暮らし 約20年 約5年 iなし

D氏 60歳代 妻と 2人暮らし 約40年 約6年 ｜なし

E氏 60歳代
妻と妻の両親、

約30年 約20年 ｜数回あり
娘と 5人暮らし

F氏 40歳代 妻と 2人暮らし 約10年 約3年 ！なし

G氏 50歳代 妻と 2人暮らし 約40年 約20年

H氏 50歳代 妻と 2人暮らし 約30年 約6年 ｜数回あり
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（表2：アルコール依存症者の夫が捉える妻の対処）．

1 ）夫の飲酒にとどめを刺す

【夫の飲酒にとどめを刺す］とは，妻が夫の飲酒

に対して，感情的にも行動的にも左右され，夫の飲

酒を止めさせようとする対処のことであり， 〈自力

で酒を阻止する〉 〈飲酒に目を光らせる〉が含まれ

ていた．

( 1 ）自力で酒を阻止する

〈自力で酒を胆止する〉とは，妻が誰にも頼らず

に自分一人で，夫の飲酒を止めさせようと夫に掛か

りきりになり，言動や行動でひたすら飲酒を止めさ

せようとする対処である．具体的には，妻の対処に

ついて， Cさんは「（酒を）持って帰ってきて隠し

ておいても，見つけられて捨てられるしょ，いたち

ごっこみたいなことだったけど」と語っていた．

( 2 ）飲酒に日を光らせる

〈飲酒に目を光らせる〉とは，夫の飲酒に感情的

にも行動的にも左右され，一喜一憂しながら監視す

る対処のことである．例えば， Aさんは「一応家の

中にも一升瓶があって，それを家内がどの位飲んで

いるかということで監視しているんです」と語って

いた．

2）夫を放り出しつつ立て直す

【夫を放り出しつつ立て直す］とは，妻が妻自身

の身内や知人・友人を頼り，夫を自分の元から離す

が，離しながらも夫の飲酒問題に巻き込まれる対処

をとることであり， 〈急に自分の元から放り出す〉

〈放り出せずに関わる〉 〈夫と距離を取るようにす

る〉が含まれていた．

( 1 ）急に自分の元から放り出す

〈急に自分の元から放り出す〉とは，妻が自分の

身内や知人・友人を頼り，急にかつ強制的に夫を自

分の元から引き離す対処である．例えば， Bさんは

「ま～家族にしてみたら居ないほうが楽だから．だ

から病院へ放り込んでおいたら気楽なわけよ．眼の

届く所で飲むわけでもないしjと語っていた．

( 2 ）放り出せずに関わる

〈放り出せずに関わる〉とは，夫を遠ざけようと

するが，離れきれず飲酒問題に距離を取れない対処

のことである．例えば， Aさんは「（病院にいれら

れたものの），病院にいても駄目だからと言い張っ

て，そしたら，女房も来てくれて…自分が帰ると言

表 2.アルコール依存症者の夫が捉える妻の対処

自力で酒を阻止する ｜アドバイスを受け入れ始める

夫の飲酒にとどめを刺す l
他人の助けを借りて自分

飲酒に目を光らせる
の安定を図る

自分の心の安定を図る

急に自分の元から放り出す 過去の夫を公表する

夫を放り出しつつ立て直
放り出せずに関わる 内省しつつ自分を変える

す

夫と距離を取るようにする 自分自身を大切にする

次の手が無く打つ手が無くなる
自分自身を見つめ自分の

夫以外の家族員に目を向ける

為す術が無くなる
世界を大切にする

絶望感で何も出来ない

~~ 離婚話を切り出す

最終手段を切り出す

妻自身の本音を伝える 断j酋生活を決心する

断酒会へのきっかけを作る 陰の協力をする

断沼会に期待する 一歩ヲ｜きながら支える 夫と共に生活を改める

断酒会に賭ける

断j酉が可能と思わないが断酒会に賭ける 優しさを出す

夫をヲ｜っ張っていく
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い張って（自宅に）帰ったjと語っていた．

( 3）夫と距離を取るようにする

〈夫と距離を取るようにする〉とは，妻が夫との

隔たりを大きくする対処である．例えば， Bさんは，

「（妻は）気が大きいというかね．そりゃ～当然飲ん

でるとまた飲み兼ねないということになるわけだけ

どね．けど，酒飲みはそういうものか，仕方ないと

いうところもあったと思うし． （夫が）暴力振るう

わけでもないし．どんどん飲んで飲まれてという状

態ゃから，情けないっていうかね，そういうことだ

と思うjと語っていた．

3）為す術が無くなる

｛為す術が無くなる］とは，妻が夫の飲酒を止め

させるために実施可能な全ての方法を試すが効果は

なく，次の術が無いほどにやり尽くし絶望感に陥る

対処であり， 〈次の手が無く打つ手が無くなる〉

〈絶望感で何も出来ない〉が含まれていた．

( 1 ）次の手が無く打つ手が無くなる

〈次の手が無く打つ手が無くなる〉とは，妻が夫

の飲酒を止めさせようとありとあらゆる方法を試し

て次の方法が無くなる対処である．例えば， Hさん

は「なんでも方法を，その中でま～可能なことなん

でもやってみる．入院して，入院しでも駄目だった

ので，次に次は」と語っていた．

( 2）絶望感で何も出来ない

〈絶望感で何も出来ない〉とは，妻が夫の飲酒を

止めさせるためにあらゆる方法を試すが効果はなく，

全く希望が持てない状態に陥る対処である．例えば，

Hさんは「入院しでも治らん，断酒会行っても治ら

んって，ある意味絶望もあったろうねjと妻が対処

不能な状態になっていたことを語っていた．

4）最終手段を切り出す

［最終手段を切り出す］とは，妻が夫の飲酒を止

めさせようとして全ての方法を試し失敗した後で，

夫へ最後の切り札を出す対処であり， 〈離婚話を切

り出す〉 〈妻自身の本音を伝える〉が含まれていた．

( 1 ）離婚話を切り出す

〈離婚話を切り出す〉とは，妻が夫の飲酒生活に

見切りをつけて別れようと決心し，夫に離婚話を切

り出す対処である．例えば， Fさんは「見切りをつ

けたのでもう締麗さっぱり別れようと思っていたの

ではないでしょうか．もうここで本当に断酒をして

もらえなかったら，もう本当に別れようというふう

な気持ちだったと思います」と語っていた．

( 2）妻自身の本音を伝える

〈妻自身の本音を伝える〉とは，妻が夫の飲酒生

活における妻自身の辛い気持ちを本心から夫へ伝え

る対処である．例えば， Aさんは「あんたがどうし

て飲むかわからないと言い，それなら私もう帰る，

もう仕方がないと言って」と語っていた．

5）断酒会に賭ける

［断酒会に賭ける］とは，長年飲酒生活を続けて

きた夫が，断酒生活を送れるようになるとは信じ難

いが，妻が断酒会で断酒への可能性を信じてみる対

処であり， 〈断酒会へのきっかけを作る〉 〈断酒会

に期待する〉〈断酒が可能と思わないが断酒会に賭

ける〉〈夫を引っ張っていく〉が含まれていた．

( 1 ）断酒会へのきっかけを作る

〈断酒会へのきっかけを作る〉とは，妻が夫の断

酒のために断酒会にまず自分が参加し，相談する対

処である．例えば， Eさんは「自分から進んではな

かなか断酒会へ行くような考えはなかったけど，家

内が断j酉会を知るようなことがあってJと語ってい

た．

( 2）断酒会に期待する

〈断酒会に期待する〉とは，断酒会の存在を知っ

たことで，妻は夫がもしかしたら断酒出来るかもし

れないという淡い望みをかける対処である．例えば

Bさんは「（断酒会に）入会してやりだしたら，ま

～あんた任せじゃないけどね，なんとかやるだろう，

なんとかやってくれるだろうと，その当時からもう

多少はこう手放しではないけど，安心をしていたの

ではと思うけどね」と語っていた．

( 3）断酒が可能と思わないが断酒会に賭ける

〈断酒が可能と思わないが断酒会に賭ける〉とは，

長年飲酒生活を続けてきた夫が，断酒生活を送れる
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ょうになるとは信じ難いが，断酒が成功するかもし

れないと断酒会に賭けてみる対処である．例えば，

Bさんは「（断酒会入会に対して）本当にやるのな

ら入ってやりなさいということは，不安なわけよ．

そりゃもう，私（夫）の努力っていうか，ある意味

もう賭けているわけよ．家内，口に出さなくてもよ．

おそらく本当にやらないだろう，あれだけ飲んでい

た者がね，本当にやらないだろうというのは本音だ

ろ」と語っていた．

( 4）夫を引っ張っていく

〈夫を引っ張っていく〉とは，断酒会参加に気の

進まない夫が断酒会に継続して参加し習慣化するよ

う，妻が夫を連れて率先して断酒会へ参加する対処

である．例えば， Eさんは「例会へ来ることも，ま

～家内が最初は自分を引っ張ってくれた」と語って

いた．

6）他人の助けを借りて自分の安定を図る

【他人の助けを借りて自分の安定を図る】とは，

妻が断酒会会員や会員の妻など家族以外の他人へ，

あるいは夫以外の家族員へ目を向け，妻自身が自分

の心を落ち着かせるための対処であり， 〈アドバイ

スを受け入れ始める〉 〈自分の心の安定を図る〉

〈過去の夫を公表する〉が含まれていた．

(1）アドバイスを受け入れ始める

〈アドバイスを受け入れ始める〉とは，妻が断酒

会会員や会員の妻から直接助言を受け，あるいは断

酒会に参加することで自分なりに夫への対応などを

習得して，少しずつ実践していく対処である．例え

ば， Eさんは「（妻が断酒会を）見学して婦人部の

先輩達がこう色々アドバイスを与えたらしいね．そ

ういうことをしてくれた時期があってね．あの家族

会じゃないけどあ～ゅう場所ではね，うんとそうい

うことがあって，家内のこう変化がなんか見えてき

たというか．ちょっと以前と違うな～というそうい

う雰囲気になったのねjと語っていた．

( 2）自分の心の安定を図る

〈自分の心の安定を図る〉とは，妻が夫の飲酒行

動に振り回されるのではなく，家族以外の人と関わ

ることで妻自身が自分の心を落ち着かせようとする

対処である．例えば， Aさんは「自分が入会した時，

20年止めている先輩がいて， （中略），自分が妙な時，

変な時はね，妻は頻閤に何年も相談に行ってたね」

と語っていた．

( 3）過去の夫を公表する

〈過去の夫を公表する〉とは，妻が例会の場を使

い，夫の飲酒が酷く自分が苦労した時のことを体験

発表することで，自分自身が抱え込んでいた思いを

吐き出す対処である．例えば， Aさんは「家内が腹

が立つ～と言い，体験発表したから」と語っていた．

7）自分自身を見つめ自分の世界を大切にする

【自分自身を見つめ自分の世界を大切にする］と

は，妻が夫の飲酒に振り回されていた自分を深くか

えりみて，夫のためだけでは無く，自分のための考

えや行動をするようになる対処であり， 〈内省しつ

つ自分を変える〉〈自分自身を大切にする〉〈夫以

外の家族員に目を向ける〉〈自分を保つ〉〈腹をく

くる〉 〈断酒生活を決心する〉が含まれていた．

( 1 ）内省しつつ自分を変える

〈内省しつつ自分を変える〉とは，これまで夫の

飲酒に一喜一憂していた妻が自分を深くかえりみて，

自分のために変わる対処である．例えば， Eさんは

「家内のその， （夫が）飲んでいる時の態度というか，

家族と一緒になって（夫を）責め立てたというよう

な，そういうことを反省しているわけ」と語ってい

た．

( 2）自分自身を大切にする

〈自分自身を大切にする〉とは，妻が夫の飲酒中

心の考えや行動，生活を改め，夫と自分を区別して

自分の感情や行動，生活を重んじる対処である．例

えばGさんは「自分の役割をし出したら，お互いの

ことに口出しするより自分のことをまずするように

なってJと語っていた．

( 3）夫以外の家族員に目を向ける

〈夫以外の家族員に日を向ける〉とは，妻の意識

が夫以外の家族員にもいき，夫だけでなく他の家族

員に関する心配事や考え事などをして，夫の飲酒に
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考えが集中しない対処である．例えば， Gさんは

「子供のこと，孫のことを話すようになってね」と

語っていた．

( 4）自分を保つ

〈自分を保つ〉とは，妻が，夫の飲酒中心の考え

や行動ではなく，妻自身の心をよりどころとする対

処である．例えば， Bさんは「小言も言わないしね，

その代わり良かったねとか偉いねとか一言も言わな

い．言ってもらったことはない．じゃ～今日はちょっ

と御馳走しょうかということも一つもないjと語っ

ていた．

( 5）腹をくくる

〈腹をくくる〉とは，妻が，夫が飲酒しょうがし

まいが自分はどちらでも構わないと決心する対処で

ある．例えば， Gさんは「その時はまた腹くくった

というか．飲もうが飲むまいが，まつ，いいと思う

て，その時にこう腹が決まったんじゃないかと思い

ます」と語っていた．

( 6）断酒生活を決心する

〈断酒生活を決心する〉とは，夫が断酒出来るよ

うに，妻も断酒会へ参加して酒のない生活に付いて

いこうと心を決める対処である．例えば， Aさんは

「一緒に無理やり車へ乗ってね，例会出席してくれ

たJと長音っていた．

8）一歩引きながら支える

［一歩51きながら支える］とは，夫の断酒生活が

継続出来るように，妻が明らかな言動や行動をする

のではなく，一歩引きながら，人知れず夫と共に相

互関係の中で行う対処であり， 〈陰の協力をする〉

〈夫と共に生活を改める〉〈優しさを出す〉が含ま

れていた．

( 1 ）陰の協力をする

〈陰の協力をする〉とは，夫の断酒生活が継続出

来るように，妻が明らかな言動や行動をするのでは

なく，一歩ヲ｜いて人知れず、行う対処である．例えば，

Bさんは「どう言ったらええかな～，やっぱりそこ

が一つの韓の協力じゃない． （夫の）行動に対して

ケチをつけたり，文句を言ったりすることはもう絶

対こら足引っ張ることになるから，うちはそれがな

いから…」と語っていた．

( 2）夫と共に生活を改める

〈夫と共に生活を改める〉とは，妻が夫と共に行

動したり共通の会話をするなど，飲酒時期の生活と

は反対の生活へと夫婦共に変えていく対処である．

例えば， Dさんは「JI頃番にこう落ち着いてきて．そ

のうち家内も一緒に（断酒会へ）行ってくれ出して．

まっ（夫婦の）新しい第二のステップが始まったみ

たいなね」と語っていた．

( 3）優しさを出す

〈優しさを出す〉とは，妻が夫の行動に対して慈

しみのある言葉を伝える対処である．例えば， Gさ

んは「女房がしんどかったろう～と言ってね，えっ

と思いましたね．そんな優しい言葉を掛けるような

ことは何年も無かったですのでjと語っていた．

IV.考察

アルコール依存症者8名のインタビュー内容から，

アルコール依存症者である夫が自己の飲酒行動に対

して妻がどのような対応を取ったかについて，対処

という視点からデータ分析を行った．その結果，ア

ルコール依存症者の夫は，妻の行動として， ［夫の

飲酒にとどめを刺す］ ［夫を放り出しつつ立て直

す】 ［為す術が無くなる］ ［最終手段を切り出す］

［断酒会に賭ける］ ［他人の助けを借りて自分の安

定を図る］ ［自分自身を見つめ自分の世界を大切に

する］ ［一歩引きながら支える】の 8つの対処を認

識していた．

アルコール依存症の回復に，家族の対処が重要な

鍵を握っていることを，高橋凶や西川10），越智らベ

安田16）らが指摘している．そして家族自身もどん底

体験をし，当事者とともに否認を繰り返しつつ，共

依存から脱却し，消極的な取り組みから問題に対峠

する積極的取り組みへと変化し，家族も回復してい

くことが報告されている．

本研究で夫の視点を通して明らかとなった 8つの
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対処もまた，先行研究で指摘されているように，家

族の問題に対する対処が推移していた．すなわち，

共依存的な要素を内包した対処である“共依存的対

処”から，問題に対して逃げ腰な対処である“消極

的対処”に，そして覚悟を決めて問題に対峠する

“建設的対処”へと推移していた．次に，これらの

3つの“共依存的対処”，“消極的対処”，“建設的

対処”について論じる．

1 ）共依存的対処

先行研究でも，断酒前は「裏切られでもがまんす

る」や「しつこく説得する」，「自分自身を守るため

に酒を渡す」などの家族の対処が報告されているが，

本研究でもアルコール依存症の夫の視点から妻の必

死な行動が浮かび上がってきている．信田17）は共依

存について「問題をおこすことで相手を支配しよう

とする人と，世話をすることで相手を支配しようと

する人との硬直したこ者関係を指す」と述べており，

［夫の飲酒にとどめを刺す］は妻が夫の飲酒に対し

て，感情的にも行動的にも左右され，夫の飲酒を止

めさせようとする妻の対処のことであり，夫は妻が

〈自力で酒を阻止する〉 〈飲酒に日を光らせる〉と

捉えており，このような様相は共依存の特徴を合ん

でいる．

夫の飲酒というストレスフルな状態に対して，妻

は飲酒を止めさせようと躍起になり問題を解決しよ

うと対処する．夫も妻も個人差はあるが，長年の酒

を介する対処にお互い疲弊し，疲弊する時間も長く

辛いものと考えられる．その間，妻は｛夫の飲酒に

とどめを刺す】を繰り返しており，一方で夫は飲酒

を繰り返し，夫婦ともに辛い対処を行っている．

このように，夫とのストレスフルな飲酒を介した

対処を繰り返しながら，やがて危機に陥る．その結

果，アンピパレントな感情を含む［夫を放り出しつ

つ立て直す】対処や，無力感に陥り［為す術が無く

なる］対処へと移行する．

共依存的な対処からの脱却が困難な理由としては，

鍋山18）や安田川l土「男は稼いで妻子を養うことに，

女は夫，子どもの世話をすることに，みずからの存

在意義を求めざるをえない」「夫や子供の世話をす

るべきであるjという社会文化的な価値が，共依存

行動の形成に大きく影響していることを指摘してい

る．このような社会文化的なプレッシャーが妻を共

依存から脱却することを困難にさせている．

2）消極的対処

妻は消耗性危機の状況下で【為す術が無くなる］

という対処をとっており，これは何も出来ないとい

う消極的な対処であり，先行文献でも言及されてい

る「酒飲みはそういうものと諦める」「なるように

なると諦める」「断酒に協力せず断酒は夫次第Jな

どの対応である．しかし，これらは消極的な対処法

ではあるが， RichardS. Lazarusら19）や岩崎20）が述べ

ているように，問題状況に直面し始めた対処として

は有用な意義がある．多くの妻はこの対処から【夫

を放り出しつつ立て直す］ 【最終手段を切り出す］

などの対処を開始しており，一つの重要な通過点と

して大切な役割を担う対処であると考える．先行研

究では，断酒会に参加し始めた頃の妻の行動として，

「断酒会に参加するように説得する」「夫を恨めしく

思うj「夫を追い出す」などがみられている．

［夫を放り出しつつ立て直す］ ［最終手段を切り

出す］は，つまり妻が自分の振り返りをして，それ

までの対処とは違う対処を行うことである．妻自身

が我に返り自分を見つめ振り返ったり，踏ん切りを

つけたりして， ｛最終手段を切り出す］に至ると夫

は捉えている．これは妻が，共依存の関係から距離

を置く対処であり，妻が自分の現状を言語化し，問

題解決に向けた対処へと移行しつつあることを浮き

彫りにしている．

平津ら6）も，「アルコール依存症の夫を抱える妻は

周辺問題から自分を解放するために，自助グループ

や医療機関などにおいて自分を客観的にみることに

努力をしている．これは自分を表現することで自分

を成長させている．この過程において妻は，考えや

言動の間違いに気づき，自分の存在も含めて，夫と

の関係を維持していくことが大切で、あるという考え

に変化しているjと述べている．
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このような妻の行動について，夫は無意識とはい

え，妻が消極的な対処から問題解決に向けての対処

へと変化し移行していると感じとり，そのような妻

の変化を夫自身は心地よいものとは感じていないが，

一定の時聞が経過した後 夫は振り返って妻のこの

対処の変化はアルコール依存症からの脱却のきっか

けであったと認識するに至っている山山）．

3）建設的対処

妻は夫の断酒に向けての問題解決に［断酒会に賭

ける】 ｛他人の助けを借りて自分の安定を図る｝

［自分自身を見つめ自分の世界を大切にする］ 【一

歩引きながら支える］という対処をとっており，こ

れらは妻の建設的な対処である．先行研究や手記か

らも，アルコール依存症である夫から見た妻は，

「肯定的な行動や，発想、の転換Jの対処行動をとり，

協力して断酒に取り組むようになっている．

【断酒会に賭ける】 【他人の助けを借りて自分の

安定を図る｝ことは，断酒会という社会に，さらに

専門職や断酒会先輩会員・会員の妻に，フォーマル，

インフォーマルな支援を求めていることである．例

えば，「家族や親戚を上手に使う」「知人・友人を使

い根回しをする」「入院のため積極的に動く」「無理

矢理病院へ放り込む」「世間体を気にして自宅から

遠い病院へ入院させるJなど，多様な方法で問題に

取り組んでいる． ［断酒会に賭ける］ 【他人の助け

を借りて自分の安定を図る］といった支援を得るこ

とは，妻の能力であり，妻の健康的な対処であると

考えられる．

【自分自身を見つめ自分の世界を大切にする］対

処については，斎藤23）が述べている19の共依存の特

徴の一つ，常に他者を第一に考えるという対処から

脱却し，坂井ら担）が指摘するように，自分自身を振

り返りながら，現在の状況を正確に把握し，新たな

対処法として，夫中心ではなく自分を大切にする対

処をとっていることを示しており，新たな建設的対

処の一つであると考えられる．

［一歩ヲ｜きながら支える｝対処は，妻が夫の断酒

生活が継続出来るように，明らかな言動や行動をす

るのではなく，人知れず夫と共に行う対処であり，

夫を陰ながらに支えるという新たな対処法である．

妻は自分を大切にしながらも，自分だけではなく，

夫と共に成長することができたという認識をしてお

り，そのような健康な面がある．

v.本研究の限界

本研究の限界は，アルコール依存症である夫の捉

えであり，妻自身からのデータではないことである．

今回の研究は，アルコール依存症者である夫の飲酒

行動に対する，妻の対処を，夫はどのように捉えて

いるかを分析しているため，あくまでも夫から捉え

た妻であり，妻自身からのデータではない．そのた

め，妻からのデータと本研究のデータにズレが生じ

ることも考えられる．今後の課題として，妻からア

ルコール依存症者である夫についての捉えも研究し，

その相違点や特徴なども明確にしていく必要がある．

さらに，研究対象の偏りもある．本研究の対象施設

は特定の地域のー断酒会のみであることや研究対象

者数も 8名と少人数であることが限界である．特定

の地域に限らず，断酒会施設についてもー施設に限

定せず，対象者を広げ，調査インタビューを行う必

要がある．

VI.結 論

本研究では，アルコール依存症者の夫の飲酒に関

連した言動・行動を受けての妻の対処を，アルコー

ル依存症者である夫自身はどのように捉えているか

を明らかにした．それによると，アルコール依存症

者の夫は， ［夫の飲酒にとどめを刺す11夫を放り

出しつつ立て直す］ 【為す術が無くなる】 ［最終手

段を切り出す｝ ［断酒会に賭ける］ ｛他人の助けを

借りて自分の安定を図る11自分自身を見つめ自分

の世界を大切にする｝ ［一歩引きながら支える］と

いう対処を妻がとっていると捉えていることが判明

した．
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以上 よ り ， 断 酒 に成功しているアルコール依存症

者の妻の対処は，家族としてのどん底を経験し，共

依存的対処から脱却し，消極的対処，建設的対処へ

と発展していることが明らかとなった．それぞれの

対処は，妻がその時点で問題解決のために取り組ん

だ結果であり，問題に真正面から向き合い，必死に

努力してきた成呆である．
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The purpose of this study is to discover how alcoholic husbands understand their wives’coping behaviors 

related to their drinking. The authors performed a qualitative and inductive analysis on wives’coping 

patterns recognized by their husbands, and conducted semi-structured interviews with eight married men 

who have been abstinent from drinking alcohol more than three years and been participating in Danshu kai 

(a temperance society). As for ethical concerns, the authors asked the Research Corporative Institute for 

permission to do research on the project after they obtained the approval of their university’s Nursing 

Research Ethical Review Board. Then, they explained the contents of the investigation in both oral 

presentations and written documents to each object, and started gathering data after obtaining the consent. 

In the interviews, researchers found the fol lowing results：“Quit drinking alcohol completely，”“leave 

her husband alone and rebuild her 1 ife，”“at her wits end，”“broach the subject of divorce，”“trust 

Danshu-kai，＂“ need some help for stabi 1 izing her 1 ife，”“reflect deeply on herself and appreciate her 

own world，” and "support her husband by giving way to him in some respects.”In terms of the characteristics 

of wives’coping behaviors which alcoholic husbands realized, the results indicate 1) co-dependent coping 

and difficulty of sloughing off, 2) negative coping, and 3) constructive coping. As the implications to 

nurses should not regard wives’coping behaviors as negative coping actions, but as positive ones, since 

wives made desperate efforts when they had confronted the difficult situation in order for their husbands 

to abstain from alcohol. 




